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2018 Eastern Iburi Earthquake caused large number 
of landslides in the extensive area of Atsuma and Abira 
towns, Hokkaido. Most of the sliding masses are consist of 
interbedded pyroclastic fall deposits and soils. Slip layers 
consisting of cohesive soil matrixes with pumice clasts were 
observed at the base of the landslide masses. In Abira, most 
of the pumice clasts in the slip layer are Eniwa-a pumices 
(En-a), while most of pumice clasts are Tarumai-d pumices 
(Ta-d) in Atsuma. X-ray diffraction analysis revealed that the 
cohesive soil matrixes were mainly originated volcanic ash 
soils covering basement rocks (mudstone) in both areas. The 
results indicate the volcanic ash soils above the basement 
rocks were the endogenous factors to form slip layer at the 
earthquake.
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平成30年北海道胆振東部地震（以下，胆振東部地震）に
より，安平町および厚真町を中心とする広い範囲で地すべり
が多発した（図1）．地すべりの多くは，降下軽石・火山灰（以
下，テフラ）を主体とする土層すべり（以下，テフラ層すべり）
であり，その多発した地域は，恵庭 a火山灰および樽前 d火
山灰が厚く堆積する領域と概ね一致する 1) ．これらの地すべ
りは，地震地すべりとしては比較的長距離移動したことや，
内部にもともとの層序構造を保つことが報告されている 1)．

発生した地すべりの特徴として，すべり面は薄い単一の面
として形成されたのではなく，厚さのあるテフラ層の特定の
ゾーンがすべり層となった可能性が指摘されている 5) 6) 7)  ．さ
らに胆振東部地震による地すべりでは，斜面下に堆積する移
動体の下部に，移動体が斜面上をすべる際に形成されたとみ
られる軽石の混在した混合層がしばしば存在する．しかし，
斜面下の地すべり移動体は厚く堆積しているため，その下底
部にある混合層の詳細な報告はほとんどなく，その実態には
不明な点が多い．被災地域では過去の地すべりと考えられて
いる堆積物の下底において，軽石が混在した混合層が報告さ
れており，その混合層が流動層となって地すべりが移動した
ことが示唆されている 8) が，その形成過程や地震地すべりと
の関連については予察的な検討が行われるにとどまっている．

地すべり発生した被災地域では，降下火山灰とその二次
堆積物が成層構造をなして新第三系の堆積岩を覆っている

（図 3A）．主要な降下火山灰として，クッタラ 1 火山灰（以
下 Kt-1），支笏 1 火山灰（約 4 万 6 千年前 9），以下 Spfa-1），
恵庭 a 火山灰（約 2 万－ 1 万 9 千年前 10），被災地域北部で
厚く堆積する，以下 En-a），樽前 d 火山灰（約 9 千年前 10），
被災地域南部で厚く堆積する，以下 Ta-d），樽前 c（約 3 千
－ 2 千 5 百年前 10），以下 Ta-c），樽前 b（西暦 1667 年 10），
以下 Ta-b）火山灰が分布する．Kt-1 は灰色の軽石質火山灰，
Spfa-1 は明灰色の繊維状の組織をもつ軽石で（図 4H），と
もに遷急線以上の比較的緩傾斜な斜面上に分布する．Spfa-1
の上部や下部では黄褐色～褐色になっている．En-a は黄灰
色で弱く発泡した海綿状組織の軽石で，被災地域の北部に
おいて斜面上に分布するが，南部にはほとんど分布しない．

そこで本研究では，今後のテフラ層が関与する地すべりの
発生機構の解明における資料とすべく，安平町および厚真町
の地すべりのうち，移動土塊下底部を観察できたものについ
て大局的な類型化を行うとともに，混合層から採取した試料
に対して X 線回折分析を行い，鉱物組成とすべり面に関す
る若干の考察を行った．本論文ではこれらの結果について報
告する．

はじめに

降下火山灰の層序概略

胆振東部地震の地すべりにおける移動体下底部の特徴
Geological characteristics of sliding layers of landslides introduced by the 2018 Hokkaido Eastern Iburi 
earthquake
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胆振東部地震で発生した地すべりでは，崩壊面表層に火山
灰土や，しばしば風化堆積岩が露出し，それらを軽石や泥化
した粘性土の薄層が覆っていた 5）6）7）．地すべり土塊は斜面
上にはほとんど残存せず，斜面下部から斜面下の平地にかけ
て大部分が堆積していた．地すべり土塊の内部には，崩壊前
の複数のテフラ層を挟む層序が維持されているほか，逆断層
を示すせん断構造が多数確認された 1）13）．せん断構造は低

Ta-d 以前に降下した降下テフラ層の間には，火山灰土が
存在する 11） ．火山灰土は降下火山灰が風化あるいは二次的
に移動した堆積物 12） で，風化軽石や，角礫を含む（図 5A, F）．
風化軽石は黄褐色～明灰色で，指で潰せるほど軟化しており，
粒径は数mm程度である．角礫は風化したシルト岩からなり，
礫径はおおむね細礫から中礫径で，ときに 10 cm 程度の大

図 1　地震地すべりの分布および調査地
Fig. 1. Distribution of landslides and survey localities.

図 2　Ta-d（古川・中川 , 2010）と En-a（加藤 , 1994）の等層厚線．
赤四角は図 1 の範囲．バツ印は震央．

Fig. 2. Distribution of tephras (En-a: Furukawa & Nakagawa, 
2010; Ta-d: Katoh, 1994). The red square indicates the 
area of Figure 1. The X shows the epicenter.

En-a の最下部では細粒な輝石斑晶が濃集することが多い 1）

（図 4G）．Ta-d は灰色の強く発泡した海綿状組織をもつ軽石
で，褐色風化したものが被災地域全域に広く分布する（図
4D）．特に南部では厚く堆積し，中～下部ではクリーム状の
白色部が層状になることがある（図 4E）．また，Ta-d は最
下部で細粒化する 3）（図 4F）．Ta-c および Ta-b は被災地域
全域で斜面をマントル状に覆うことが多い．

被災地域では最終氷期ないし，それ以前に降下した火山灰
は，氷期のソリフラクション等により面的に侵食されるた
め斜面上に残りにくい 1）．このため，Ta-d が厚く分布する
地域では，基盤の風化堆積岩あるいは斜面堆積物の上位に
En-a 以前のテフラ層が残ることは少なく，火山灰土，Ta-d
が被覆する（図 4A）．En-a が厚く分布する地域では，尾根
に近い頂部緩斜面では基盤の風化堆積岩や斜面堆積物の上位
に火山灰土，En-a の順に累重する（図 4C, 5E）．斜面堆積物
の堆積域にあたる山麓緩斜面では，En-a より古い，Spfa-1
や Kt-1 が残存することもある（図 3, 4H）．

礫径となる．角礫の淘汰は悪く，ほとんど円磨されていない．
被災地域南部における風化堆積岩直上の火山灰土は， En-a

ないし Spfa-1 の特徴を示す風化軽石と角礫を含む粘性土か
らなり，最上部では下位に比べ風化した En-a 軽石を多く含
む（図 5A, C）．層厚は滑落崖付近で数 10 cm に及ぶが（図
4A, 6A），斜面下方の側方崖では数 cm となる．なお，被災
地域南部の南端に位置する宇隆 1 地域では，過去に斜面上
を移動した痕跡のある Ta-d が認められる 13)．ここでは基盤
の風化堆積岩上の火山灰土に，風化軽石として褐色風化した
Ta-d が多く含まれていた（図 5D）．

一方，被災地域北部では，滑落崖における風化堆積岩直上
の火山灰土は，層厚10 cm程度の風化したSpfa-1を含む細粒
土からなり，最上部はしばしば粘土化する（図5E）．火山灰
土の特徴に南北で差異が生じる要因として，南部ではTa-dテ
フラ，北部ではEn-aテフラが厚く堆積するため，斜面物質の
移動様式や堆積場が異なることが指摘されている 1）．

火山灰土の特徴
地すべりおよび移動体の特徴
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図３　後期更新世後半～完新世の代表的な火山灰層序を観察でき
る露頭

Fig. 3. Typical tephra layers between the late Late Pleistocene 
and Holocene.

図 4.1．　厚真～安平地域の表層に堆積する火山灰層　スケール
バー = 1 m，4A：朝日．4B：宇隆．4C：早来瑞穂．

Fig. 4.1.  Tephra layers in the Atsuma and Abira areas. Bars 
are 1 m. 4A: Asahi. 4B: Uryu. 4C: Hayakita-Mizuho.

角で逆断層を示すものが多いが，高角なものもしばしば確認
された．

地すべり土塊の下底部には，火山灰土ないし風化堆積岩か
らなる不動地盤との境界に，軽石の粒子と細粒な粘性土から
なる混合層が分布することがある．混合層は，地すべり土塊
の下底に沿って連続的に分布する場合が多いが，局所的にし
か認められないこともある．混合層には，軽石など粗粒な粒
子礫を取り巻くように，水分を多量に含む細粒な粘性土の基
質が含まれる．また混合層は軟質で，全体として粘性土様の
性質を示す．本論文では，混合層中に混在する軽石の種類が，
降下火山灰の分布地域によって異なるため，それぞれ以下の
通り混合層 i) ～ iii) に分類する．
混 合 層 i)： さ ま ざ ま な 風 化 程 度 の Ta-d 軽 石 を 含 む 

（Ta-d 層の厚い地域）
厚真町の広い範囲において，崩壊斜面から斜面下部に残さ

れた移動土塊の下底部で，Ta-d（褐色風化），Ta-d（クリー
ム状風化），Ta-d（弱風化）を含む混合層が確認された（図
7B-E, 11A-D）．このタイプの混合層が典型的に確認できる朝
日地区の地すべり地を例にその特徴を説明する．

朝日地区の地すべりでは，主として Ta-d 以上のテフラ
層が層厚約 3 m で斜面を被覆するが，比較的緩傾斜な斜面
に生じた滑落崖や側方崖には Kt-1 や Spfa-1 が確認される．
Ta-d の粒子径は 1~2 cm 程度で比較的揃っているものの，
基底部で急激に細粒化する（図 4F）．Ta-d は，上部では褐
色に風化し，下部では弱風化となっており，上部と下部の間
の大部分と基底部の一部は白色のクリーム状に風化する（図
4A, 6A）．風化の境界はテフラ層の堆積面と斜交することが
多い．褐色風化の Ta-d は上方では膠着するが，下方に向か
い風化程度が弱くなり粒子形状を比較的明瞭に確認できるよ
うになる．クリーム状風化部は非常に軟質で，Ta-d 粒子同

士が完全に膠着するが，基底部の細粒層に達したところでは
膠着しない．弱風化部は硬質で，粒子が非常に角張っている．
崩壊斜面上では，Ta-d 直下の火山灰土が広く露出していた．

移動土塊の層厚は，崩壊斜面上に残存するものでは最大で
も 2 m 程度であるが，平坦面に達したものでは 3 m 以上に
なることもある．図 6A に示した移動土塊の A-IV 地点（崩
壊斜面下部）では，下位の風化堆積岩ないし火山灰土との境
界に，層厚数 cm ～ 20 cm 程度の混合層が存在する（図 7B-
E）．混合層には黒土のブロックがパッチ状に含まれる場合も
ある．肉眼では混合層内部にせん断構造などは確認できない．
移動土塊末端部においても混合層が広い範囲に分布していた

（図7A）．混合層に含まれる粗粒分は主としてTa-dからなり，
少量の Ta-b やシルト岩も確認される．Ta-d の大部分は弱風
化で，褐色風化や，少量のクリーム状風化部も含まれる（図
7F）．混合層に含まれる Ta-d 粒子は，弱風化のものでは 1 
cm を超えるものが多いが，褐色風化のものでは最大でも 1 
cm 程度であり，クリーム状風化のものでは 5 mm 程度であ
る．いずれの Ta-d 粒子も，やや角が取れているものの，発
泡痕や凹凸が表面に確認される．

同様な混合層は朝日周辺の吉野（図 11A），幌里（図
11B），東和（図 11C），宇隆 2（図 11D）において確認され
た（図 1）．
混 合 層 ii)： 褐 色 風 化 の Ta-d 軽 石 の み を 含 む 

（上記より南方の Ta-d 層の比較的薄い地域）
厚真町南東部に位置する宇隆１地域で認められる（図 8A-

E）．宇隆1の斜面上を被覆しているテフラ層はTa-d 以上で，
層厚は2 m程度である．（図4B）．本地域に分布するTa-dは，
ほとんどが褐色風化したもので，上位から基底部まで全体的
に膠着しており，シルト岩角礫の混在も認められる 13）．滑
落崖付近においてはクリーム状風化部が帯状に分布すること
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図 4.2　軽石層　スケールバー = 5 cm
	 D：Ta-d 褐色風化（朝日）．4E：Ta-d クリーム状風化（朝日）．4F：Ta-d 直下の火山灰土（朝日）．4G：En-a 直下の火山灰土（早来瑞穂）．

4H：Spfa-1 直下の火山灰土（早来瑞穂）．
Fig. 4.2  Pyroclastic fall deposits in the surveyed area. Bars are 5 cm.
	 4D: Browni weathered Ta-d (Asahi). 4E: Creamy weathered Ta-d (Asahi). 4F: Volcanic ash soil just under Ta-d (Asahi). 4G: 

Volcanic ash soil just under En-a (Hayakita- Mizuho). 4H: Volcanic ash soil just under Spfa-a (Hayakita- Mizuho).
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図 5　火山灰土　スケールバー = 5 cm
	 5A：Ta-d 直下（朝日，滑落崖）．5B：Ta-d 直下（朝日，左側方崖）．5C：Ta-d 直下（吉野，滑落崖）．5D：Ta-d 直下（宇隆，左側

方崖）．5E：En-a 直下（早来瑞穂，滑落崖）， 5F：En-a 直下（追分旭 1，滑落崖）
Fig. 5. Fig. 5. Volcanic ash soils in the surveyed area. Bars are 5 cm. 

5A: Just under Ta-d (Asahi, main scarp). 5B: Just under Ta-d (Asahi, left flank). 5C: Just under Ta-d (Yoshino, main scarp). 
5D: Just under Ta-d (Uryu, left flank). 5E: Just under En-a (Hayakita-Mizuho, main scarp). 5F: 5E: Just under En-a (Oiwake-
Asahi 1, main scarp).
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図 6　主に Ta-d が分布する地域の崩壊地．6A：朝日，6B：宇隆 1．
Fig. 6. Landslides in the areas with a main distribution of Ta-d.
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図 7　朝日の移動体および混在層 i) スケールバー = 5 cm． 
7A：不動地盤を覆う移動体（脚部）．7B, C：崩壊斜面上に残存する移動体．7D, E：崩壊斜面上に残存する移動体．

Fig. 7. Landslides bodies and type i) mixed layers in the Asahi district. Bars are 5 cm.  
7A: Landslide bodies (foot) covering the original ground surface. 7B, C: Landslide bodies and mixed layers left on the surface 
of rupture. 7D, E: Landslide bodies and mixed layers left on the surface of the rupture.
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混合層には細粒な粘性土の基質と様々な風化状態の Ta-d
や En-a の軽石粒子が混在している．ここでは，粘性土の鉱
物組成について述べる．比較のため，降下軽石および火山
灰土についても鉱物組成を求めた（図 6A: A05-09, 6B: U01-
03, 9: M01-02, 04-06, 08）．粘性土は，混合層に水を加えた
混濁液を開口径 424 μ m 篩に通した通過分を試料とした．
鉱物は XRD により分析した．XRD 用試料は風乾したものを
アルミ試料板法 14） により不定方位で測定した．また 4.45 Å
付近にピークの出現した試料の一部について，湿潤状態のも
のを強定方位法 14) で測定した．機器は，リガク社製 RINT-
2000 を用い，0.02°ステップ，不定方位法は 3°- 65°で，
強定方位法は 3°- 20°で測定したものを示す．なお，含有鉱
物の相対量の比較には，不定方位法による測定結果を用いた．

もある．Ta-d の基底部は，褐色の火山灰土ないし風化シル
ト岩に漸移する．

移動土塊の層厚は，斜面上に残存するものでは１ m 程度
であるが，斜面下方では 2 m 以上に達する．図 6B に示した
移動土塊の U-IV 地点では，風化堆積岩ないし火山灰土上に，
褐色風化した Ta-d の混在する粘性土からなる層厚数 cm ～
10 cm 程度の混合層が存在し，その上位を土層が覆う（図
8A-E）．斜面下方の移動土塊においては，土層が不動地盤を
直接覆うものや，混合層を伴わない場合もある．混合層の内
部にはせん断構造などは確認できないが，黒土のブロック

（パッチ状）が含まれること（図 8B）もある．混合層の礫は，
Ta-d を主体とし，中程度の Ta-b やシルト岩を含む．Ta-d の
大部分は褐色風化で，少量の弱風化，クリーム状風化を伴う

（図 8F）．混合層に含まれる Ta-d 粒子は，褐色風化，弱風化
のものでは 1 cm を超えるものが多いが，クリーム状風化で
は最大でも 1 cm 程度である．いずれの Ta-d 粒子も，やや
角が取れているものの，発泡痕や凹凸が表面に確認される．
混 合 層 iii)： 弱 風 化 の En-a 軽 石 を 主 に 含 む 

（En-a 層の厚い地域）
安平町の複数地点において，移動土塊の下底部に，主と

して弱風化の En-a を含む混合層が確認された（図 10, 11E-
F）．このタイプの混合層が典型的に確認できる早来瑞穂地区
の地すべり地を例にその特徴を説明する．

早来瑞穂地区には，主として En-a 以上で層厚約 3 m のテ
フラ層が分布する．Ta-d 層は数十㎝以下と薄く，そのほぼ
全てが褐色風化しており，南部において広範囲に分布するク
リーム状風化した Ta-d は確認できなかった（図 4C, 9）．本
地域に分布する En-a は，ほとんどが弱風化で，粒子径は概
して 1~2 cm 程度であるが，ときに 4 cm 以上となる．基底

部においては急激な細粒化ならびに，輝石の濃集が確認され
た．崩壊斜面上ではEn-a直下の火山灰土が広く露出していた．

移動土塊の層厚は，斜面下方で 3 m 以上に達する（図
10A）．崩壊斜面上の小規模な移動土塊（図 10C）では，風
化堆積岩ないし火山灰土上に，層厚数 cm － 20 cm 程度の
混合層が認められ，その上位を比較的整然な En-a 以上のテ
フラ層が覆う．混合層は，主に En-a が粘性土中に混在して
いる（図 10B, D）．斜面の下では，しばしば移動体が不動地
盤を直接覆う（図 10A）．混合層の礫は，おおむね弱風化の
En-a からなり，粒子径は 1 cm 程度で，表面はやや角が取れ
ているものの，発泡痕や凹凸が確認される．（図 8F）．また
比較的細粒な輝石の粒子が多量に含まれる．同様な混合層は
早来瑞穂周辺の追分旭 1（図 11F），追分旭 2（図 11E）に
おいて確認された（図 1）．

図 7（続き）．7F：混合層 i) 中の礫（A-09, >425 μ m）．
Fig. 7 (Continued). 7F: Gravel particles in the type i) mixed 

layer (A-09, > 425 μ m).

混合層 i)-iii) の鉱物組成からは，ハロイサイトは弱く検出
され，2.45 Å，2.12 Å にも特徴的なピークを示すほか，石英，
長石が強く検出された（図 12-14）．混合層 ii) U-01 および
混合層 iii) M-08 からは 14.7 Å のピークが検出された．続い
て，混合層から検出された鉱物および特徴的なピークに着目
して，降下軽石および火山灰土の鉱物組成について述べる．
石英および長石はほぼすべての検討試料から検出されたが，
Ta-d の中部に波上に分布するクリーム状風化部の A-07 から
は，石英および長石はいずれも検出されなかった．風化粘土
鉱物であるハロイサイトは褐色風化 Ta-d の A-06 を除く検
討した軽石試料および火山灰土試料から検出された．朝日の
Ta-d の中部に波上に分布するクリーム状風化部の A-07，瑞
穂の側方崖における En-a 直下の火山灰土の M-05，Spfa-1
の M-04 でハロイサイトは比較的強く検出されたが，それ以
外では非常に弱くしか検出されなかった．2.45 Å のピーク

分析結果

混合層の鉱物学的特徴

試料及び方法
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図 8　宇隆１の移動体および混在層 ii) 　スケールバー = 5 cm
	 8A, B：崩壊斜面上に残存する移動体および混在層．8C, D：崩壊斜面上に残存する移動体および混在層．8E：崩壊斜面上に残存す

る移動体および混在層．8F：混合層 ii）中の礫（U-03, >425 μ m）．
Fig. 8. Landslides bodies and type ii) mixed layers in the Uryu 1 district. Bars are 5 cm.  

8A, B: Landslide bodies and mixed layers left on the surface of rupture. 8C, D: Landslide bodies and mixed layers left on the 
surface of rupture. 8E: Landslide bodies and mixed layers left on the surface of the rupture. 8F: Gravel particles in the type 
ii) mixed layer (U-03, > 425 μ m).
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図 9　主に En-a が分布する地域の崩壊地：早来瑞穂．
Fig. 9. Landslides in the area with a primary distribution of En-a: Hayakita-Mizuho.

は，検討したすべての火山灰土および Spfa-1 の M-04 から
明瞭に検出されたほか，朝日の褐色風化 Ta-d の A-06 から
もわずかに確認された．2.13 Å のピークは，検討したすべ
ての火山灰土および Spfa-1 の M-04 から明瞭に検出された
ほか，宇隆の褐色風化 Ta-d の U-02 からもわずかに確認さ
れた．14.7 Å のピークは，早来瑞穂の滑落崖における風化
堆積岩上の火山灰土の M-06 から比較的明瞭に検出されたほ
か，Spfa-1 直下の火山灰土の M-05 および宇隆の火山灰土
の U-03 から弱く検出された．

混合層 i), ii) が確認された箇所では，多量の石英および長
石，少量のハロイサイトを含むことや，2.45 Å のピークを
示すことなど，混合層の粘性土と火山灰土の鉱物組成は類似
しており，混合層の粘性土の主体は軽石の破砕物ではなく，
火山灰土の破砕物を主体としたものであると考えられる．早
来瑞穂においては Spfa-1 も同様の鉱物組成を示すが，混合
層 iii) で示される 14.7 Å のピークが火山灰土にはあるが，
Spfa-1 には確認できないことから，混合層 iii) の粘性土も混
合層 i), ii) の粘性土と同様，テフラ層直下における火山灰土
の破砕物を主体とすると推定される．

複数の地すべりにおいて移動体の下底部に軽石まじりの粘
性土からなる軟質な混合層が認められた．この混合層は地
すべりの滑落崖や側方崖には認められないことから，移動
土塊が斜面を滑落する過程で形成されたものと考えられる． 
XRD 分析の結果から，混合層に含まれる細粒分の主体は，
火山灰土を起源とするものと考えられる．また，混合層には
黒土をブロック状に含むことがあることから，崩壊斜面下の
表土も巻き込んだ可能性がある．以上をまとめると，混合層
は火山灰土の破砕物と軽石礫の混合物からなっており，火山
灰土にテフラ層の下底部が混入することで形成されたものと
推定される．

胆振東部地震により発生したテフラ層すべりの発生機構と
して，すべり面液状化により過剰間隙水圧が発生することで
地すべりが進行し，過剰間隙水圧の散逸により地すべりが停
止するモデルが提唱されている 7）．また，移動体の移動距離
が大きく，その内部にもともとの層序構造を保つ地すべりの
運動機構として，移動体の下底部における流動性の大きい混
合層の存在が仮定されている 8）．今回報告した混合層は，水

混合層の形成過程

XRD 分析結果の解釈

地震時のテフラ層すべりにおいて混合層のはたした役割
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図 10　早来瑞穂の移動体および混在層 iii) スケールバー = 5 cm. 
10A, B：不動地盤を覆う移動体（脚部）および混在層．10C, D：崩壊斜面上に残存する移動体および混在層．10E：
混合層 iii) 中の礫（M-08, >425 μ m）．

Fig. 10. Landslides bodies and type iii) mixed layers in the Hayakita-Mizuho district. Bars are 5 cm. 
10A, B: Landslides bodies (foot) and mixed layer covering the original ground surface. 10C, D: Landslide bodies and 
mixed layers left on the surface of rupture. 10E: Gravel particles in the type iii) mixed layer (M-08, > 425 μ m).
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図 11　各地の混在層　スケールバー = 5 cm. 
11A：混在層 i（吉野）．11B：混在層 i（幌里）．11C：混在層 i（東和）．11D：混在層 ii（宇隆 1）．11E：混在層 iii（追分旭 2）．
11F：混在層 iii（追分旭 1）．

Fig. 11. Mixed layers in the surveyed area. Bars are 5 cm.  
11A: Mixed layer i (Yoshino). 11B: Mixed layer i (Horosato). 11C: Mixed layer i (Towa). 11D: Mixed layer ii (Uryu 1). 11E: 
Mixed layer iii (Oiwake-Asahi 2). 11F: Mixed layer iii (Oiwake-Asahi 1).
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北海道胆振東部地震により発生したテフラ層における地す
べりを調査した結果，以下のことが明らかになった．
1．地域により土層を構成するテフラ層が異なり，その結

果，混合層は含有する軽石の違いから，混合層 i)，混合
層 ii)，混合層 iii) に区分できる．

2．混合層の粘性土と火山灰土の鉱物組成は概ね一致するこ
とから，混合層は火山灰土と移動体下部の軽石の混合に
より形成されたと考えられる．

3．地すべりの進行において，軟質な混合層が流動的であっ
たため，長距離移動した可能性がある．

今後，テフラ層地すべりの発生機構を解明するためには，
混合層の内部構造をより詳細に観察や検討することで，その
形成メカニズムを明らかにする必要がある．

図 12　朝日における移動土塊および火山灰層の XRD パターン．
凡例は図 6A と同じ．

Fig. 12. XRD patterns of samples from landslide bodies and 
nearby beds in Asahi district. Legends see figure 6A.  

図 13　宇隆 1 における移動土塊および火山灰層の XRD パターン．
凡例は図 6B と同じ．

Fig. 13. XRD patterns of samples from landslide bodies and 
nearby beds in Uryu 1 district. Legends see figure 6B.   

図 14　早来瑞穂における移動土塊および火山灰層の XRD パター
ン．凡例は図 9 と同じ．

Fig. 14. XRD patterns of samples from landslide bodies and 
nearby beds in Hayakita-Mizuho district. Legends see 
figure 9.

を多量に含むことや，明瞭なせん断構造が観察されないこと
から，流動的であったと考えられ，地震地すべりの発生時に，
岩屑なだれにおける流動的な基質層 15) の役割を果たしてい
た可能性がある．混合層の形成による移動体の下底部におけ
る流動性の増大が，元々の層序構造を保ったまま長距離を移
動する地すべりが発生する要因になったと考えられる．

まとめ
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胆振東部地震により，北海道厚真町および安平町の広い範囲で地すべりが発生した．地すべり移動体の多くは，
降下火山灰からなる土層により構成される．地すべり移動体の下底部には軽石を混在した粘性土からなる混合層
が確認された．この混合層に混在する主な軽石は，安平町では En-a であったが，厚真町では Ta-d であった．X
線回折分析結果から安平町・厚真町の両地域において，混合層の基質である粘性土の鉱物組成が基盤岩直上の火
山灰土と一致した．この結果は，地震地すべりにおける混合層の形成において，基盤岩直上の火山灰土が素因と
なることを示唆する．
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